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窓の外から聞こえてくる虫の音に秋の深まりを感じる季節になりました。
10月1日に開催されたほのぼの祭は今年も新型コロナウイルス感染症対策
のために、残念ながら外部の方をお招きすることができませんでしたが、
長期入所者の皆さんは短時間ながらも久しぶりにご家族と一緒に楽しい
時間を過ごすことができました。来年こそは地域の方々も一緒に盛大に
開けることを願っています。
さて今号ではボランティアさんならびに利用者さんの日常生活を下支え
している職員をご紹介しています。長期利用者さんの彩りある毎日には
ボランティアさんの活動は欠かせません。また寝具交換などの日常作業、
衣服の洗濯、通所・放デイの送迎も無くてはならないものです。
そして医療福祉施設の土台をなす「安全管理」と「感染対策」を担って
いるのが安全管理室です。そのような地道な活動を続けている人々の声に
耳を傾けて頂けると嬉しく思います。

3年ぶり!！
御家族と過ごすほのぼの祭

短い時間ではありましたが、ご家族と過ごす
かけがえのない時間。
とても素敵な笑顔に沢山会うことができました。
どうか早くそんな時間がもっともっと
できますように。。。

甲斐純夫センター長

素敵な笑顔で一緒に❤

日めくりカレンダー
待ちわびていたほのぼの祭

素敵な虹をバックに(^^♪

さあ、出発よ！
ご家族と一緒にハイポーズ★

素敵なお手紙が届きました！

可愛くオシャレして！

おひげもつけてバッチリです

さあ、こっち向いて！！

写真より抽選が気になる！？

久しぶりの妹さん達と❤❤❤
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センター長の
つぶやき
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C棟
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C棟
夏祭り

お神輿を担いで棟内を練
り歩いたり、ヨーヨー釣り
や綿菓子の屋台に行った
り、太鼓を叩いたりして夏
を満喫しました。

B棟

今年の夏祭りは、射的あり、綿あめ
あり、太鼓と盛り沢山でした。
職員と一緒に作成した提灯が
夏祭りを華やかに彩っていました！

A棟
夏祭り

みんな
笑顔の
夏
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放デイ みんぐ

今年初プール♡
気持ちい～!!

母の日の制作！
上手にできたよ～ 皆でゲーム!!

負けないぞ～!!

素敵な
アジサイを
描くよ～☺

安全管理室の紹介

木村室長

横療安全対策の
女神たち☆

奥田医師唐澤医師

私たちは、利用者・利用者家族・職員・職員家族を
守るため、組織的な医療安全対策の推進、院内感染
の発生防止等に関わる業務を担っています。
現在は、コロナ禍において、皆さんが安全かつ安心
できる環境を構築できるよう取り組んでいます。

皆さんのご協力に感謝いたします。

プール
かき氷・アイス

活動室に出て活動ができるようになりました！

創作や音遊び,散歩などの
普段の活動に加えて

夏祭りやお楽しみ活動など
様々な活動を行いました。
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「今日は車内がかなり暑くなりそうだ
ね」「午後は雨予報が出ているよ」と情
報交換を短時間で済ませ、送迎先で待っ
ている利用者様に「〇〇さん、おはよう
ございます！」と清々しい挨拶をするた
めに、毎日の安全運転と無事故を祈りな
がら朝一番に車両清掃を行っています。
交通量が多い横浜の道を急発進・急ブ
レーキはもちろんのこと、クラクション
も鳴らさずに済むような運転を心がけて
いる運転員のみなさんは「横療の守り神
なのか？」と思うくらいの絶対の安心感
が漂っています。今日もまた利用者さん
の笑顔で高速若返りの５G（５名のグラ
ンパパたち）がお迎えにあがります。

「この洗濯物たちは大型洗濯機で乾燥機
OK！」「これは縮みそうだから、小型洗濯機
で個別洗い、乾燥機NG！日陰干しだね！！」
こんなやり取りが聞こえる活気のある洗濯室。
利用者様のお気に入りのおしゃれ着はもちもん、
理美容で使用したケープや夏祭りに使った法被
など、色とりどりの洗濯物たちの次の出番の準
備をしています。普段洗濯しないものが飛び入
りしてくると、受け渡しのトラブル解消のため
の手作りタグを付けながら「楽しいイベントが
あったのかな？」とほっこり笑顔になるそうで
す。向かいの給食室から美味しそうな匂いがす
る頃には、ふかふかの洗濯物の出来上がり！
思わず顔を埋めたくなる洗濯物を目指します。

「今日は入浴日だから、肌着の替えを用
意！」「シーツ交換で今夜は気持ちよく
就寝されるかな？」消毒・清掃・注入準
備など、看護助手として利用者様のお役
に立ちたい。日常の生活が滞りなくス
ムーズに過ぎ去っていく準備が私たちの
仕事の目的です。医療ケアが必要な方が
増え、更に慎重な作業を心掛けています。
そして、笑顔が絶えない利用者様を見て
いると、「今日も頑張ろう！！」と皆で
声を掛け合っています。

運転員

洗濯員

看護助手

音楽ボランティア 鈴木弘恵さん

日中活動室での活動の一環として
毎週音楽活動を長年行って下さって
いる弘恵さん。
感染対応の為、生の音楽を長らく聴くことが出
来なかった日々が続いていましたが、7月8日に
久しぶりに横療でコンサートを行って下さいま
した。
素敵な演奏を生で聴くことが出来、利用者様だ
けでなく、職員もその音色に魅了され、ゆっく
りとリラックスした時間を過ごすことが出来ま
した。
今回は限られたグループのみの鑑賞でした。
今後は以前のような日常に戻り、皆で楽しんで
いきたいと思います。

日々、たくさんの方々に支えられています。
いつもありがとうございます！！

★編集後記★

利用者様とご家族、職員、そしてボランティアの方々。
沢山の繋がりを写真や言葉から感じつつ制作した
ほのぼのタイムズ。
この冊子を手にとられた皆様にとってもそんなことを
感じて頂ければ幸いです。 B棟・小沢、瀬尾


